










































































































































































































藤原俊成古来風体抄 1197年（岩波文庫 中世歌論集 p.98) 
4. かの四つの集（万葉、古今、後選、拾遺）は、ことばぬもの（縫い物）の
ごとくにて、心、海よりも深し。











































































田上集注釈（一）～（四）、大阪樟蔭女子大学論集vol.27 1990年3月（－）.vol. 28 1991年3月（三｝．樟
蔭国文学 vol.27 1990年3月（二）.vol. 28 1991年3月（四）
俊頼髄脳
顕昭本俊頼髄脳、俊頼髄脳研究会、 1996年
俊頼髄脳全注釈 （一） ～ （四）、福田亮雄他編、教育研究、 vol.9. 12, 14, 16. 1995・2002年




赤瀬知子、 f俊頼髄脳jにおける享受と諸本 諸本論のための試論、国語国文、 vol.51-8. 1982年8月
浅野建二、数え歌の系譜、 言語生活、 vol.266. 1973年





















発表者は、彼自身の作だけでなく、彼が選んだ作品も含め、 『金葉和歌集j f俊頼髄脳j I散木奇歌
集j所収のすべてを調査したところ、状況（場）をふまえた付句は時代が下るにつれ減っていき、 『散
木jでは全体の一割程度しかないこと、前句が文として完結しているものが多いこと、句と句のつな
がりに掛詞を用いる場合が多いこと、が指摘できる、と答えた。
宗雪修三氏は、縁語は全体のつながりを促すものであるからむしろ線条的で、枕詞はそこで切れて
いるから構成的（組み立て的）ではないのか、と尋ね、発表者は、発話の瞬間にその語の意味が確立
し、後戻りしない、という意味で線条的という述語を使っている（縁語という効果は最後まで聞かな
いと表れないので、再び前の語が意識され、後戻りする）、と答えた。
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